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はじめに

『Pattern Language』は各地の優れた環境事例を題材

に世界共通の環境生成文法の作成を目的としている。本

報はアレクサンダーの求める住み心地（環境価値）を、

253 章のパタンランゲージ(以下 P.L)を<意味作用の単位

の枠組み>を用い記号論的分析を行い、浮かび上がった

12 の住み心地の環境変形操作手法(レトリック)を中心に

考察を試みる。

パタンの分析―12 個の環境価値

１．Common（共通）

価値体系の「共有(share)」「共感(sympathy)」を得る

「場(Common)」の創造を目的とする P.L の主なレトリ

ックは「小さい(small)」「囲む(enclosure)」「焦点の作成

(focus)」「腰掛の作成(seat)」であり、順に身近な環境で

の「場」の創造を具体的に示唆している。又、人の動線

機能を持つ「街路(street)」「屋内での環路(loop)」のパタ

ンを変形操作する「場」の創造手法も取り上げている。

２．Different（多様）

異なる機能を互いに認め「共存(co-exist)」「相互作用

(connection)」を促す環境の創造を目的とする P.L の主

なレトリックは 4 つで、「小さい (small)」「囲む

(enclosure) 」では個々を区分＝明確にし、「分散

(distribution)」「連続性(continuity)」を意味する様々な

レトリックでは互いの関係性を深めている。又、private 
zoneと public zoneの境界機能を持つ「窓(window)」「ド

ア (door) 」 等 のパ タ ン を 変形 操 作 し 、「連 続 性

(continuity)」を作り出す手法も取り上げている。

３．Belong（帰属）

「所属感(belong)」「結束感(organization)」「精神的ル

ーツ(spiritual roots)」等を彷彿させる環境の創造を目的

とする P.Lの主なレトリックは 3つで、「小さい(small)」
「囲む(enclosure)」で環境を限定する以外に、「自足性

(self-)」をスパイスとして環境への親和性を高める使用

も見られる。そして、環境を限定する手法をより効果的

にする為に、「焦点の作成(focus)」「腰掛の作成(seat)」
を取り上げている。

４．Independence（自立）

「 自 足 性 (self-contained) 」「 自 主 管 理 性

(self-governing)」を促す環境の創造を目的とする P.L の

主なレトリックは「小さい(small)」「分散(decentralize)」
「明示(mark)」等であり、環境の認識を目的としている

が、「管理権の取得(give control)」といった直接的な手

法も取り上げている。

５．Quiet (静寂)
「静寂(quiet)」を確保する事を目的とする P.L は、 (活

動)(刺激・変化)(利便性)等の一見相反する他の価値や、(個
性)(安心)等の(静寂)を発展させた価値との組み合わせが

殆どである。これは(静寂)の環境価値が、単体で充分に

機能しにくいことを意味している。これは主なレトリッ

クに「囲む(enclosure)」以外に「連続性（continuity）」
が比較的多く見られる事からも伺える。

６．Activity（活動）

環境の「活性化（positive）」を目的ととする P.L の主

なレトリックは 5 つで、「小さい (small)」「集合

(gathering)」「焦点の作成(focus)」で環境を活性し、「焦

点の分散(distributed)」「連続性(continuity)」により環

境に時間性を付加している。又、時間性を与える手法と
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して融通性を生む目的での様々なレトリックも見られる。

７．Learning（学習）

「勉強（study）」では無く「学ぶ（learn）」為の環境

創造を目的とする P.L のレトリックは 3 つで、「小さい

(small)」で学習環境を確保し、「連続性(continuity)」
「分散(scatter)」によって相互作用を促し、学習環境の

充実を図っている。

８．Individual（個性）

「独自性(originality)」「人間性(human)」のある環境

の創造と、「自己統一性(identity)」等の (個性)の成長を

促す環境の創造を目的としている P.L の主なレトリック

は３つで、「小さい(small)」「明示(mark)」で個々を明確

にする他「連続性(sequence)」で各々の機能素を一つの

個として表現する事を可能としている。

９．Nature（自然）

自然の恵みを具体的に享受する P.L には、レトリック

に一貫性は無い。しかし、全体的に「保護する(preserve)」
等、受身的なものが多い。又、享受を共有する意味合い

で「分配(scatter)」も使用され、自然に対するアレキサ

ンダーの姿勢を伺う事が出来る。

１０．Convenience（利便性）

利便性を生み出す P.L の主なレトリックは「明示

(visible)」「小さい（small）」「網目状（web）」「連続性

（continuity）」等が挙げられるが、具体的な施工方法が

明記されたものも取り上げている。

１１． Shelter（安心）

安心を生み出す P.L は、構造等の安全性による安心感

と、私的空間の確保による安心感に大まかに 2 つに分か

れる。安全性による安心感は「明示 (visible)」「厚み

（thin）」等のレトリックを使用し、更に具体的な施工方

法を取り上げている。又、私的空間確保による安心感は

「離す(separate)」「小さい(small)」「囲む(enclosure)」
「腰掛の作成(seat)」の順に、より私的度を増す様に使

用されている。しかし同時に「窓(window)」をレトリッ

クに用いる例も多く、アレクサンダーが外部との接触を

重要視している事が伺える。

１２．Stimulation（刺激）・Change（変化）

変化・刺激を生み出す P.L の主なレトリックは、物理

的変化を促す「光、方向、高さ等の変化（ changes 
《light,transition,level》）と、眺望の変化を促す「腰掛

の作成(seat)」「焦点の作成(focus)」である。更に「分散

(distributed)」「連続性(continuity)」で時間性の付加も

見られる。

考察

以上、12 個の環境価値について見てきたが、Nature
を除いた殆どのレトリックはほぼ共通である。Small、
Enclosure、Focus、Seat はどの環境価値においても重

視されており、身近に感じられる環境、更に Mark、
Oneself 等で自立性を演出し、愛着を得る環境である事、

同等に Continuity、Distributed(Scatter)も重視されて

おり、相互作用のある環境である事も重要である。この

様にレトリックから良好な住み心地を得る為には、『自

然』『個』『交流』がポイントであると考えられる。12 個

の環境価値は田舎(奇数番号)と都会(偶数番号)に分けら

れ、｢都市はツリーではない｣との宣言を裏付ける結果と

なっている。住み心地は矛盾の中に存在するのである。

おわりに

住み心地は想像力の支援を必要とするとして、アレク

ザンダーの著作で確信を得た。さらに探索の視野を広げ

て想像力を養いたいと考える。    

＊1 広島女学院大学生活科学部教授 ＊2 同大学院生
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